






特定非営利活動法人Deep People

関西SDGsユースアクション

理事長

牧 文彦
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「関西SDGsユースアクション」は、
毎年、若者からSDGs達成に向けた
アクションやアイデアを募集してい
ます。また、企業や団体等とパート
ナーシップを組み、応募されたアク
ションを広げたり、アイデアを実現
するサポートを行っています。
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Abroad International School Osaka

ジェンダーバイアスに気づこう！
親子で学ぶディスカッションカード

稲見 遥
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私は青が好きなのですが、女の子はピンクが好き、男の子は戦隊モノ
が好き等という思い込みがあることに驚くことがあります。そのような
ジェンダーバイアスについて大学の先生にインタビューを行い、日本
の子供は世界的に見ても漫画からジェンダーバイアスの影響を受け
やすいことや、ジェンダーバイアスはものの見え方や将来にも影響を
与えることを知りました。そこで、ジェンダーバイアスにハッと気づける
ディスカッションカードを作成しました。こ
のカードがジェンダーバイアスに気づく
きっかけとなり、日本や世界でジェンダー
平等が実現して欲しいと思っています。

21
ペガラジャパン合同会社

AIとドローンで
ジンバブエの穀物被害解決に挑む！

代表社員

市原 俊亮
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温室効果ガスによって引き起こされた地球温暖化、異常気象の影響
で異常繁殖するようになったケレア鳥は、アフリカ全土に約15億匹生
息していると言われています。私たちペガラジャパンは、ドローンとAI
を活用してこの鳥を畑から追い払うサービスを国連開発計画と共同
で開発しています。このサービスにより、ジンバブエの農村に暮らす
人々が負担となっている早朝から夕方過ぎまでの人力による追い払い
作業を軽減します。また今後も、技術を
使った社会課題の解決に取り組んでいき
ます。
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みまもりあいプロジェクト

「地域共生支援アプリ」がめざす
「ひとりでいてもひとりぼっちにしない地域の姿」

代表理事

髙原 達也
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互助をICTがサポートする発想で生まれたアプリに、認知症当事者や
ご家族が使える音声SNS機能を、2023年に追加しました。先輩当事
者・ご家族・支援団体が経験してきた声・体験・ノウハウ・知恵を11番
組500エピソードに収録し、聴くことができ、また地域・商店会や居場
所等と巡り出会うための声・マップ情報を約60大学・団体と集め、「心
を満たして、地域と繋がり合う環境」を創りました。2025年から多文
化共生をめざして、74か国語ビジネス翻訳
（文字・音声自動翻訳＋対面同時通訳）を
追加し、言葉の壁をなくします。

京都超SDGsコンソーシアム

「ごみゼロ」アプリで
持続可能な社会を実現

事務局

河村 翔
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プラスチックごみの社会課題は世界共通の課題です。企業・行政・個
人がこの課題について、考えるキッカケが必要であり、その機運を促
すため、ごみの情報を簡単に登録できる「ごみゼロ」アプリをリリース
しました。このアプリは、「ごみ情報登録の簡易化」「活動の見える化」
「清掃活動団体の活動をサポート」の機能があり、みなさんの活動を
記録し、活動を持続するためのコミュニケーションツールです。2025
年大阪・関西万博のレガシーの一環として、ご
みゼロに向け多様なプレイヤーを巻き込んだ
共創に取組んでいきます。

滋賀県

Mother Lake Goals（MLGs）
の挑戦

理事員（琵琶湖政策・MLGs推進担当）

三和 伸彦
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琵琶湖版のSDGsであるMLGsは、SDGsができるずっと前、2011年
度から毎年開催してきた「マザーレイクフォーラム・びわコミ会議」の
参加者による「びわ湖との約束」をもとに、13のゴールを設定したもの
です。つまり、MLGsは、「約束」という自分ごとからボトムアップでつ
くったゴールであり、暮らしからはちょっと遠く感じるSDGsと私たち
の取組との間に置く身近な目標です。「行動変動を促す」というより、
みんながやりたいことを「そっと後押しする」のが私たちの役目です。

大阪府立水都国際中学校・高等学校

開発途上国の小学生の
基本的計算能力向上

井村 笑咲/上原 雪月香
中田 衣咲/伊藤 朔乃 
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私たちは、途上国の小学生の計算能力向上のために、計算カード再利
用モデルの構築をめざしています。ケニア、ナミビア、ザンビアの小学
生に計算能力テストを実施したところ、繰り上がり・繰り下がりのある
計算の能力が低いことがわかりました。そこで、日本の小学校で使用
されている計算カードで、計算練習不足を解消すれば計算能力は向上
すると考え、検証を行った結果、正答数は大幅に増加しました。計算
カードは紙を消費せず何度も繰り返し使
用できるのが特徴で、大阪府内の小学校
から不要になったものを収集しています。
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SDGs全国フォーラム2024沖縄

知事

玉城 デニー
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沖縄県では令和6年12月21日（土）に、SDGsの推進による地域課題
の解決や地方創生の実現、SDGsに関する先行事例の共有、官民連
携などのパートナーシップの促進をめざし、「SDGs全国フォーラム
2024沖縄」を開催いたします。 「SDGs全国フォーラム2024沖縄」を
通じて、皆様とともにSDGsの今後の方向性を一緒に考え、SDGsの
達成に向けた様々な具体的な行動やパートナーシップの形成につな
げる機会としたいと考えております。

沖縄県


